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ために、これから複数回に分けて市
民の皆様にご報告していきます。今
回は「①頼れる福祉」のテーマにつ
いて、福祉分野の取り組みを中心に
ご紹介します。私は政治信条として
「誰一人取り残さない」という考え方
を大切にしており、これまでの市政
で放置されてきた課題の解決に向け
て様々な取り組みを進めて来ました。
誰もが包まれる社会の実現に向けて
まだまだ途上ですが、引き続き皆様
と一緒に全力で取り組んで行きます
ので、お読みいただきぜひご意見等
をいただければ幸いです。

い、「市民第一の市政」、「世界のあ
したが見えるまち」の実現に向けて
取り組んで来ました。就任に際して
は、「①頼れる福祉」、「②安心の子
育て」、「③便利なインフラ」、「④活
気ある地域」、「⑤誇れるまち」、「⑥
徹底した行政改革」という６本の柱、
82 事業の公約をお約束しました。
公約を選挙の時だけの口約束で終わ
らせないために、実現に向けた工程
表を作り、毎年進み具合を公表して
います。2019 年度末には全事業の
９割以上の事業について「達成済」
もしくは「順調」に進み、7 月の市
報でもお知らせしました。
　取り組みをわかりやすくお伝えする

　日頃から市政へのご協力を頂いて
いることをお礼申し上げます。そし
て、先月号のこの広報誌のコロナ特
集でも申し上げましたが、みなさま
のご協力のおかげで第一波は収束さ
せることができました。しかし、東
京等での感染の再拡大を背景につく
ば市内でも再び陽性発表が出始め
ています。みなさまにはご不便もお
かけしますが、当面は新型コロナウ
イルス感染症との共生が必要となり
ますので引き続きご協力よろしくお願
いします。
　さて、2016 年に市長に就任して
3 年半の間、市民の皆様との対話を
積み重ねながら様々な課題と向き合
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［五十嵐］：今日はつくば市議
会の神谷大蔵議長、山本美和
副議長と３人で対談をさせてい
ただきます。正副議長のお二
人には絶妙なバランス感覚で
議会の意見をまとめ、地元密
着の活動による地域の様々な
情報やご助言をいただいてい
ます。今回の新型コロナウイ
ルス対応においても多くのご意
見やご提案をいただき商品券
事業などの市民に寄り添う政
策の実現に至りました。（※編
集部注：新型コロナウイルス
対応についてはこの活動報告
の６月号で詳細にお知らせして
いますので、ご希望の方はご
連絡ください。）
［神谷］：市長が先頭に立ち確
実な対応を続けたことで第一
波を抑えることができました。
全国のメディアでもつくば市の
対応は注目されましたし、他
自治体の議員からも、そして
何より市民からも評価の声が
届きました。
［五十嵐］：東京との行き来が
多いつくば市で感染拡大を食
い止めることができたのはひと
えに医療従事者など、現場で
がんばってくださったみなさま、
そして様々な形で自粛にご協
力いただいた市民のおかげで

す。必ず市民生活を守り経済
を確実に再び元気にするため
にがんばります。
［山本］：スピード感をもって必
要な支援を実施してくれたこと
に感謝をしています。第二波
に警戒しながら社会経済活動
を行う難しさはあると思います
が、引き続き舵取りをお願い
します。新型コロナはもちろ
んのこと、多くの災害にも備
えなくてはいけませんね。

［五十嵐］：昨年は災害の多い
年でした。特に台風19 号の対
応は全国的な被害をもたらしま
したが、神谷議長は消防団の
みなさんと真っ先に現場に駆
けつけて最前線の情報を私た
ちに伝えてくれました。山本副
議長には市役所の対策本部に
毎日来てもらい、地域と市のコ
ミュニケーションを支えてもら
えたことも心強かったです。

［神谷］：台風 19 号では桜川
の増水による浸水被害などが
ありました。災害対応では誰
もが満足する対応というのは難
しいですが、台風 19 号対応
ではつくば市は台風が来るか
なり前から準備を進めていたこ
とを高く評価しています。市長
自身が現場を見て回ったことも
あり、迅速な対応につながっ
たと思います。
［五十嵐］：台風は地震などと
ちがって数日前からある程度
予測ができるので、庁内に万
全の準備の指示を出し対策を
しておきました。
［神谷］：昨年の台風は市民が
日頃の備えの大切さに気づく
きっかけにもなったと思いま
す。避難所や消防団の施設や
備品なども計画的に更新して
いく必要がありますね。
［山本］：市長が本部にいて陣
頭指揮を取る姿はとても頼もし
く見えました。同時に、市民
も普段からの備えが重要です
ね。公明党つくば市議団 3 人
は全員が防災士の資格を持っ
ており、私は防災への関心が
どうしても低い傾向がある子
育て世代やこどもたちに草の
根の啓発活動を行っています。
小野議員・浜中議員とともに

議会質問でも防災について取
り上げてきました。
［五十嵐］：いただいたご提案
から防災士の資格を取るため
の費用の助成などを早速導入
しました。
［山本］：自らそうやって防災
への意識を高めてもらえること
は大切だと思います。さらに、
市内の防災士が学び合うため
の防災フォーラムを市が初開
催したことは大きな変化だと思
います。
［五十嵐］：「自助・共助・公助」
という言葉がありますが、災
害時にまず力になるのは身近
な自助・共助ですので、地域
の防災力を伸ばすための取り
組みを一緒に進めて行ければ
と思います。
防災分野以外にも頂いた要請
がきっかけとなって実現
した政策としては、神
谷議長・鈴木県議の
ご案内で地域から要望
書を頂いたイノシシ対
策や、県道であるり
んりんロードへの
防犯灯設置と
いったものもあ
りますね。
［神谷］：筑波地
域での深刻なイノ

シシ被害を踏まえ、2017 年
に市に要望書を提出しました。
市では一頭あたり一万円の捕
獲報奨金の新設、対策協議
会の立ち上げ、国や県からの
補助金を確保するなどの対応
してもらっていてありがたいで
す。まだまだ筑波地域のイノ
シシ被害は続いていますので
これからも充実をお願いしたい
です。

［五十嵐］：市役所もより効果
的に対策を行うために、4 月
から鳥獣被害対策を担当する
専門の組織を立ち上げました。
［神谷］：りんりんロードについ
ては真っ暗闇の中を市長や自
民党の小久保代表と歩いて現
場視察をしましたね。県道の
りんりんロードは通学路などに
使われる生活道路でもありま
す。県と市の組織の垣根を超
えて市役所が防犯灯設置に動
いたことは画期的なことだった
と思います。
［五十嵐］：つくば市が取り組
んでいる食品廃棄を抑えるた
めのフードロス対策や昨年度
から始めたプラスッチックごみ
の分別回収、こどもの貧困対
策なども議会質問の積み重ね
が背景にあります。山本副議
長にも議会質問を通して、
プラスチックごみのリサイ
クル推進や「3010 運動」
（会食の始めの 30 分と
終わりの 10 分はしっか
り食事をとることを
呼びかける運
動）、生活困窮
世帯のこども
への学習支
援といった
取り組みの

ご紹介を頂いて来ました。
［山本］：他自治体と比べてみ
ると、つくば市は五十嵐市政
となり、ようやくこのような分
野でも先行する自治体の水準
に追いついてきたと感じていま
す。今年のつくば市の賀詞交
歓会でもフードロスを全面的に
押し出していましたのが印象的
です。
［五十嵐］：ここから先の取り
組みが重要ですね。山本副議
長には３月の市議会でも、プ
ラごみ回収について市民の意
識調査や、資源ごみの店頭回
収を行っている事業者との連
携などのご提案をいただきまし
た。生活困窮世帯のこどもへ
の学習支援については、ご自
身も学習拠点へのボランティ
アで食事を提供されているこ
とはありがたいです。
［山本］：日々の活動で直接こ
どもたちと接しているので、
現場の声はこれからもどんど
ん届けます。
［五十嵐］：最近、議会によっ
て新たな政策を実現すること
も増えています。昨年度は「地
酒で乾杯条例」が新たに議会
の提案で作られました。
神谷：つくば市には２つの伝
統ある日本酒の蔵元があり、
昨秋には初のワイン醸造所が
オープンしました。これらの地
酒を盛り上げるために取り組ん
だのが乾杯条例です。
［五十嵐］：ジオパークも盛り
上げるために、正副議長が周
辺自治体の議会との調整を行
い、ジオパークのための議連
を作って活動していただいてい

ます。日本唯一の取り組みで
す。

［神谷］：前議長の塩田議員が
議長の時に土台を作ってくれま
した。ジオパークはまだまだ
知られていませんが、大きな
可能性を持つと思うので、市
で進めてくれている筑波東中
跡地での拠点づくりに期待し
ています。
［五十嵐］：市にとって重要な
課題である中心市街地の活性
化や高エネ研南側の総合運動
公園用地の問題についても議
会で特別委員会を設置して議
論をしていただいています。こ
れもこれまでにない動きです。
［山本］：中心市街地や高エネ
研南側の用地といった市民の
関心が高く、かつ様々な意見
のある課題ほど、単純な多数
決ではなく熟議を通して議論
を深めていく必要があると思っ
ています。誰しも「自分の意
見やアイディアが一番いい」と
思いがちですが、それではま
とまりません。とことん議論を
して、市に対して提案をしたい
と思います。
［神谷］：ときどき、議会と市
長が対立している、と捉えら
れることもありますが、それは
ちがいますよね。なれ合いにな

るのではなく、徹底的に議論
をした上で市民のことを考える
という意味では議会も市長も
まったく同じです。その結果、
予算で最も重要な「当初予算」
は今年も、全会一致で可決し
ました。
［五十嵐］：そのとおりですね。
もちろん私には私の考えがあり
ますが、議会で多角的な視点
から建設的な意見をいただくこ
とはとてもありがたいです。中
心市街地についても、公明党
の小野代表が委員長を務める
中心市街地に関する特別委員
会でとても熱心な議論があり、
提言をいただきました。
［山本］：市長がいつも言うよ
うに中心市街地は「まちの心
臓」なので、議会でも立場を
超えて議論していきます。
［五十嵐］：そして、議会と一
緒に進めてきたものに SDGs
（持続可能な開発目標）があり
ます。つくば市は茨城県で唯
一、内閣府が選ぶ「SDGs 未
来都市」に選ばれています。
先日の３月議会では「持続可
能都市宣言」を発表しました
が、これも議会の理解あってこ
そで、2018 年に自民党の五
頭議員、３月議会では小野議
員が提出議員となり持続可能

なまちづくりを応援する決議を
全会一致で採択頂いています。
［神谷］：SDGs というのは最
初わかりにくいものだと思って
いましたが、あらためて最近思
うのは我々が普段取り組んで
いる課題そのものだということ
です。先ほどのイノシシとどう
共存していくか、地域の資源
を生かして周辺部をどう地域を
盛り上げていくかなども、全
部つながりますよね。

［山本］：SDGｓについては、
SGI の池田会長が毎年出して
いる記念提言で、いち早く同
じ理念について言及しており、
気候変動や平和といった人類
共通の課題、そして困難にあ
る人を置き去りにしない社会を

創るための取り組みを示してい
ます。
［五十嵐］：小泉環境大臣も記
者会見で言及し話題になりまし
たね。提言すべて拝読しまし
た。まさに「誰一人取り残さ
ない」世界の具体的な形を描
かれていて感銘を受けました。
中でも、経済的な格差は戦争
などとはちがう形でじわじわと
拡大が進むから見過ごしやす
く、結果として極度の貧困な
どの非人道的な事態が起きて
いても慣れてしまう、という警
句は政治家としてとても重く受
け止めました。だからこそ、み
なさんが掲げられた大衆福祉
にもとづく「全世代型社会保
障」が重要だと感じています
し、市政もまったく同じ方向を
向いています。
［山本］：SDGs の理念に基づ
いて着実に取り組みを進めて
もらっています。そして、それ
を行政だけじゃなくて、市民
と一緒にやろうとしているとこ
ろが重要ですね。

［五十嵐］：人は誰しも幸せに
なりたい、自分らしくありたい、
と思っています。そして、誰
かのために何かをしたいとも
思っています。SDGs パート
ナーズという制度を作ったのも
そういう思いです。私が掲げ
ている「世界のあしたが見え
るまち」という理念は、つく
ばの強みを生かして地域、そ
して世界が抱える課題を解決
して持続可能な社会を目指し
ていくものですが、言うまでも
なくそのために一番大切なこと
は、市民がつくばで幸せにな
ることです。幸せを感じてい
る市民が、自分のまわり
の課題解決にも「できる
ことをやってみよう」と
思ってもらえることが理念
を実現する一歩だと考えて
います。
［山本］：議会もこれから
も緊張感を持ちながら、
単に批判や反対をするの
ではなく、対案を出しな
がら市政を前に進めていき

たいと思います。
［神谷］：市長が公約に掲げた１
期４年毎に 2000 万円受け取る
ことができる退職金を辞退し、
制度上の限度額の 22 円にする
と表明したこともさすがでした。
多くの公約が順調に進む背景に
は、その約束を守る、という強
い意思があるからだと感じます。
［五十嵐］：政治に信頼を取り戻
すためには、政治家が約束を守
る姿勢を示すしかないと思ってい
ます。これからも実現に向けて
取り組んでいきますので引き続き
よろしくお願いします。今日はあ
りがとうございました。



校となった菅間小学
校を改装して、高齢
者や障害者の生活を

支援するロボットの開発拠点
を整備しています。ロボット
の試験を行うため、体育館等

に日常生活空間を再現する準
備を企業の負担で実施してい
ます。2020 年度からロボット
コンテストが開催され、優勝
者には企業から総額１億円の
賞金が出されます。
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▲ 桜ニュータウン「いきいき館 桜の園」での社交ダンス ▲ 満員の成年後見制度
　 市民研修会

▲ 下岩崎での地域包括支援センター開所式

▲ 上横場の谷田部西地域
　 包括支援センター

安心して過ごせる老後の実現へ

高齢者の活動場所へ補助新設
（これまで新たに６拠点整備）

高齢者の身近な福祉相談所の
開設（今年度市内全域で整備
完了予定）

始まった拠点が最初のモデル
となりました。それから昨年
度までに宝陽台、玉取、酒丸、
苅間、研究学園で新たな拠点
が生まれ、社交ダンスや健康
体操などの新たな活動が始
まっています。引き続き新た
な拠点の整備を進めていきま
す。

域の方々が近所で気
軽に通うことができ
る「高齢者憩いの広

場」を作る補助を新設しまし
た。運動や趣味の活動を通し
て介護予防や孤立の防止にも
つなげます。このような拠点
づくりは 2018 年に桜ニュー
タウンの空き店舗を活用して

地

つくば成年後見
センターの新設
知症等になった方の
財産や権利を守る成
年後見制度の利用

促進を図るため「つくば成年
後見センター」を 2018 年に
社協へ新設しました。成年後
見制度の周知を図る市民研修
会には会場一杯の参加を頂き
ました。新しく開始した市民
後見人養成講座では多くの市
民後見人が生まれています。

認

▲ 福祉有償運送の様子

高齢者の
移動支援
齢者の外出を支援す
る福祉有償運送を行
う団体を応援するた

めの補助金を新設しました。
また高齢者や障害者が外出時
に利用できるタクシー券につ
いて、より利用しやすくなるよ
う内容の見直しと料金の増額
も行いました。

高

茎崎、大穂・豊里、谷田部
西の４拠点を新たに開設して
おり、今年度には市内全地域
での整備が完了します。住み
慣れた地域で生活を続けるこ
とができるよう、買い物・ゴ
ミ出し等の地域の支援体制づ
くりも行なっています。

齢者の福祉相談のた
めの「地域包括支
援センター」はこれ

まで研究学園の市役所のみに
配置されていました。身近な
地域で生活や健康に関する
様々な相談を受け付けて一人一
人にあった介護予防の計画づ
くりを支援できるよう、筑波、

高 菅間小学校跡地を生活
支援ロボットの開発拠点へ

廃

▲ 体育館での生活空間
　 再現イメージ
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1 高齢者の活動場所へ補助新設
（これまで新たに６拠点整備）

2 高齢者の身近な福祉相談所の開設
（今年度市内全域で整備完了予定）

3 つくば成年後見センターの新設

4 高齢者の移動支援

5 菅間小学校跡地を生活支援ロボットの
開発拠点へ

1 消防本部跡地での「児童発達支援
センター」設置検討の方針公表

2 特別支援教育支援員の大幅増員
（特別支援教育支援員数が２倍に）

3 県内初の合理的配慮制度の新設

4 精神障害への医療費助成（精神障害者
保健福祉手帳１級所持者がマル福対象に）

5 障害者の就労支援推進

6 障害者スポーツ・アート体験機会の充実

ひとり親家庭への市独自支援の開始

健診の受診率向上への取り組み

安心して
過ごせる老後の
実現へ

障害があっても
自分らしく学び、
生きられる
環境作り

ひとり親家庭への
支援

健康寿命を伸ばす
健康づくり

「頼れる福祉」実現に向けた取り組み

［五十嵐］：今日はつくば市議
会の神谷大蔵議長、山本美和
副議長と３人で対談をさせてい
ただきます。正副議長のお二
人には絶妙なバランス感覚で
議会の意見をまとめ、地元密
着の活動による地域の様々な
情報やご助言をいただいてい
ます。今回の新型コロナウイ
ルス対応においても多くのご意
見やご提案をいただき商品券
事業などの市民に寄り添う政
策の実現に至りました。（※編
集部注：新型コロナウイルス
対応についてはこの活動報告
の６月号で詳細にお知らせして
いますので、ご希望の方はご
連絡ください。）
［神谷］：市長が先頭に立ち確
実な対応を続けたことで第一
波を抑えることができました。
全国のメディアでもつくば市の
対応は注目されましたし、他
自治体の議員からも、そして
何より市民からも評価の声が
届きました。
［五十嵐］：東京との行き来が
多いつくば市で感染拡大を食
い止めることができたのはひと
えに医療従事者など、現場で
がんばってくださったみなさま、
そして様々な形で自粛にご協
力いただいた市民のおかげで

す。必ず市民生活を守り経済
を確実に再び元気にするため
にがんばります。
［山本］：スピード感をもって必
要な支援を実施してくれたこと
に感謝をしています。第二波
に警戒しながら社会経済活動
を行う難しさはあると思います
が、引き続き舵取りをお願い
します。新型コロナはもちろ
んのこと、多くの災害にも備
えなくてはいけませんね。

［五十嵐］：昨年は災害の多い
年でした。特に台風19 号の対
応は全国的な被害をもたらしま
したが、神谷議長は消防団の
みなさんと真っ先に現場に駆
けつけて最前線の情報を私た
ちに伝えてくれました。山本副
議長には市役所の対策本部に
毎日来てもらい、地域と市のコ
ミュニケーションを支えてもら
えたことも心強かったです。

［神谷］：台風 19 号では桜川
の増水による浸水被害などが
ありました。災害対応では誰
もが満足する対応というのは難
しいですが、台風 19 号対応
ではつくば市は台風が来るか
なり前から準備を進めていたこ
とを高く評価しています。市長
自身が現場を見て回ったことも
あり、迅速な対応につながっ
たと思います。
［五十嵐］：台風は地震などと
ちがって数日前からある程度
予測ができるので、庁内に万
全の準備の指示を出し対策を
しておきました。
［神谷］：昨年の台風は市民が
日頃の備えの大切さに気づく
きっかけにもなったと思いま
す。避難所や消防団の施設や
備品なども計画的に更新して
いく必要がありますね。
［山本］：市長が本部にいて陣
頭指揮を取る姿はとても頼もし
く見えました。同時に、市民
も普段からの備えが重要です
ね。公明党つくば市議団 3 人
は全員が防災士の資格を持っ
ており、私は防災への関心が
どうしても低い傾向がある子
育て世代やこどもたちに草の
根の啓発活動を行っています。
小野議員・浜中議員とともに

議会質問でも防災について取
り上げてきました。
［五十嵐］：いただいたご提案
から防災士の資格を取るため
の費用の助成などを早速導入
しました。
［山本］：自らそうやって防災
への意識を高めてもらえること
は大切だと思います。さらに、
市内の防災士が学び合うため
の防災フォーラムを市が初開
催したことは大きな変化だと思
います。
［五十嵐］：「自助・共助・公助」
という言葉がありますが、災
害時にまず力になるのは身近
な自助・共助ですので、地域
の防災力を伸ばすための取り
組みを一緒に進めて行ければ
と思います。
防災分野以外にも頂いた要請
がきっかけとなって実現
した政策としては、神
谷議長・鈴木県議の
ご案内で地域から要望
書を頂いたイノシシ対
策や、県道であるり
んりんロードへの
防犯灯設置と
いったものもあ
りますね。
［神谷］：筑波地
域での深刻なイノ

シシ被害を踏まえ、2017 年
に市に要望書を提出しました。
市では一頭あたり一万円の捕
獲報奨金の新設、対策協議
会の立ち上げ、国や県からの
補助金を確保するなどの対応
してもらっていてありがたいで
す。まだまだ筑波地域のイノ
シシ被害は続いていますので
これからも充実をお願いしたい
です。

［五十嵐］：市役所もより効果
的に対策を行うために、4 月
から鳥獣被害対策を担当する
専門の組織を立ち上げました。
［神谷］：りんりんロードについ
ては真っ暗闇の中を市長や自
民党の小久保代表と歩いて現
場視察をしましたね。県道の
りんりんロードは通学路などに
使われる生活道路でもありま
す。県と市の組織の垣根を超
えて市役所が防犯灯設置に動
いたことは画期的なことだった
と思います。
［五十嵐］：つくば市が取り組
んでいる食品廃棄を抑えるた
めのフードロス対策や昨年度
から始めたプラスッチックごみ
の分別回収、こどもの貧困対
策なども議会質問の積み重ね
が背景にあります。山本副議
長にも議会質問を通して、
プラスチックごみのリサイ
クル推進や「3010 運動」
（会食の始めの 30 分と
終わりの 10 分はしっか
り食事をとることを
呼びかける運
動）、生活困窮
世帯のこども
への学習支
援といった
取り組みの

ご紹介を頂いて来ました。
［山本］：他自治体と比べてみ
ると、つくば市は五十嵐市政
となり、ようやくこのような分
野でも先行する自治体の水準
に追いついてきたと感じていま
す。今年のつくば市の賀詞交
歓会でもフードロスを全面的に
押し出していましたのが印象的
です。
［五十嵐］：ここから先の取り
組みが重要ですね。山本副議
長には３月の市議会でも、プ
ラごみ回収について市民の意
識調査や、資源ごみの店頭回
収を行っている事業者との連
携などのご提案をいただきまし
た。生活困窮世帯のこどもへ
の学習支援については、ご自
身も学習拠点へのボランティ
アで食事を提供されているこ
とはありがたいです。
［山本］：日々の活動で直接こ
どもたちと接しているので、
現場の声はこれからもどんど
ん届けます。
［五十嵐］：最近、議会によっ
て新たな政策を実現すること
も増えています。昨年度は「地
酒で乾杯条例」が新たに議会
の提案で作られました。
神谷：つくば市には２つの伝
統ある日本酒の蔵元があり、
昨秋には初のワイン醸造所が
オープンしました。これらの地
酒を盛り上げるために取り組ん
だのが乾杯条例です。
［五十嵐］：ジオパークも盛り
上げるために、正副議長が周
辺自治体の議会との調整を行
い、ジオパークのための議連
を作って活動していただいてい

ます。日本唯一の取り組みで
す。

［神谷］：前議長の塩田議員が
議長の時に土台を作ってくれま
した。ジオパークはまだまだ
知られていませんが、大きな
可能性を持つと思うので、市
で進めてくれている筑波東中
跡地での拠点づくりに期待し
ています。
［五十嵐］：市にとって重要な
課題である中心市街地の活性
化や高エネ研南側の総合運動
公園用地の問題についても議
会で特別委員会を設置して議
論をしていただいています。こ
れもこれまでにない動きです。
［山本］：中心市街地や高エネ
研南側の用地といった市民の
関心が高く、かつ様々な意見
のある課題ほど、単純な多数
決ではなく熟議を通して議論
を深めていく必要があると思っ
ています。誰しも「自分の意
見やアイディアが一番いい」と
思いがちですが、それではま
とまりません。とことん議論を
して、市に対して提案をしたい
と思います。
［神谷］：ときどき、議会と市
長が対立している、と捉えら
れることもありますが、それは
ちがいますよね。なれ合いにな

るのではなく、徹底的に議論
をした上で市民のことを考える
という意味では議会も市長も
まったく同じです。その結果、
予算で最も重要な「当初予算」
は今年も、全会一致で可決し
ました。
［五十嵐］：そのとおりですね。
もちろん私には私の考えがあり
ますが、議会で多角的な視点
から建設的な意見をいただくこ
とはとてもありがたいです。中
心市街地についても、公明党
の小野代表が委員長を務める
中心市街地に関する特別委員
会でとても熱心な議論があり、
提言をいただきました。
［山本］：市長がいつも言うよ
うに中心市街地は「まちの心
臓」なので、議会でも立場を
超えて議論していきます。
［五十嵐］：そして、議会と一
緒に進めてきたものに SDGs
（持続可能な開発目標）があり
ます。つくば市は茨城県で唯
一、内閣府が選ぶ「SDGs 未
来都市」に選ばれています。
先日の３月議会では「持続可
能都市宣言」を発表しました
が、これも議会の理解あってこ
そで、2018 年に自民党の五
頭議員、３月議会では小野議
員が提出議員となり持続可能

なまちづくりを応援する決議を
全会一致で採択頂いています。
［神谷］：SDGs というのは最
初わかりにくいものだと思って
いましたが、あらためて最近思
うのは我々が普段取り組んで
いる課題そのものだということ
です。先ほどのイノシシとどう
共存していくか、地域の資源
を生かして周辺部をどう地域を
盛り上げていくかなども、全
部つながりますよね。

［山本］：SDGｓについては、
SGI の池田会長が毎年出して
いる記念提言で、いち早く同
じ理念について言及しており、
気候変動や平和といった人類
共通の課題、そして困難にあ
る人を置き去りにしない社会を

創るための取り組みを示してい
ます。
［五十嵐］：小泉環境大臣も記
者会見で言及し話題になりまし
たね。提言すべて拝読しまし
た。まさに「誰一人取り残さ
ない」世界の具体的な形を描
かれていて感銘を受けました。
中でも、経済的な格差は戦争
などとはちがう形でじわじわと
拡大が進むから見過ごしやす
く、結果として極度の貧困な
どの非人道的な事態が起きて
いても慣れてしまう、という警
句は政治家としてとても重く受
け止めました。だからこそ、み
なさんが掲げられた大衆福祉
にもとづく「全世代型社会保
障」が重要だと感じています
し、市政もまったく同じ方向を
向いています。
［山本］：SDGs の理念に基づ
いて着実に取り組みを進めて
もらっています。そして、それ
を行政だけじゃなくて、市民
と一緒にやろうとしているとこ
ろが重要ですね。

［五十嵐］：人は誰しも幸せに
なりたい、自分らしくありたい、
と思っています。そして、誰
かのために何かをしたいとも
思っています。SDGs パート
ナーズという制度を作ったのも
そういう思いです。私が掲げ
ている「世界のあしたが見え
るまち」という理念は、つく
ばの強みを生かして地域、そ
して世界が抱える課題を解決
して持続可能な社会を目指し
ていくものですが、言うまでも
なくそのために一番大切なこと
は、市民がつくばで幸せにな
ることです。幸せを感じてい
る市民が、自分のまわり
の課題解決にも「できる
ことをやってみよう」と
思ってもらえることが理念
を実現する一歩だと考えて
います。
［山本］：議会もこれから
も緊張感を持ちながら、
単に批判や反対をするの
ではなく、対案を出しな
がら市政を前に進めていき

たいと思います。
［神谷］：市長が公約に掲げた１
期４年毎に 2000 万円受け取る
ことができる退職金を辞退し、
制度上の限度額の 22 円にする
と表明したこともさすがでした。
多くの公約が順調に進む背景に
は、その約束を守る、という強
い意思があるからだと感じます。
［五十嵐］：政治に信頼を取り戻
すためには、政治家が約束を守
る姿勢を示すしかないと思ってい
ます。これからも実現に向けて
取り組んでいきますので引き続き
よろしくお願いします。今日はあ
りがとうございました。



016 年度の段階で
34.5％と低調だった
特定健診の受診率を

向上させて健康寿命を伸ばす
ため、家庭への通知方法等の
工夫を行ない 2018 年度の受
診率は 37.2％に伸びていま
す。また、今年度から 20 歳

から 74 歳までの国民健康保
険加入者等を対象に健康診断
を無料化するとともに、40 歳
の胃がん、肺がん、大腸がん
検診も無料化しており、早期
発見による健康寿命向上を目
指しています。

内に約 4700 のひと
り親家庭の方が住ま
れている中、2017

年 10 月から市独自制度のひ
とり親家庭外来自己負担金助
成制度を開始しました。また、
ひとり親家庭等児童福祉金の
支給額の増額や職業訓練へ

の給付金支給を行なっていま
す。
また、新型コロナウイルスによ
る経済的影響を踏まえ、児童
扶養手当受給のひとり親世帯
等に３万円の給付を実施しま
した。
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「頼れる福祉」実現に向けた取り組み

害者スポーツを市民
や市職員が身近に体
験できる機会を増や

すとともに障害者スポーツのサ
ポーター養成講座を開催し普

及に努めています。市役所に
障害者アートを展示して魅力
を伝えています。

▲  春日の消防庁舎跡地位置図

▲ 2019 年度予算に関する大井川
　 茨城県知事への予算要望

▲ つくば市ホームページ掲載資料より抜粋

障害があっても自分らしく学び、生きられる環境作り ひとり親家庭への支援 健康寿命を伸ばす健康づくり

消防本部跡地での「児童発達
支援センター」設置検討の方針
公表

特別支援教育支援員の大幅増
員（特別支援教育支援員数が
２倍に）

います。達の遅れや障害のあ
るこどもと親の支援
を行う児童発達支援

センターを新設するため、筑
波大学病院と協力して大学病
院南側の消防庁舎跡地の活用
を検討する方針を 2019 年 12
月に公表しました。こどもの
成長過程に沿った切れ目のな
い支援体制の整備を検討して

発

精神障害への医療費助成
（精神障害者保健福祉手帳１級
所持者がマル福対象に）
へ精神障害者支援
拡大の要望を行い、
2019 年度から精神

障害者保健福祉手帳１級の所
持者がマル福対象となり、医
療費助成を受けられるように
なりました。精神障害者保健
福祉手帳２級所持者への医療
費助成も県に対して要望を行
なっています。

県
障害者の
就労支援
推進
害者の就労機会の
拡大を図るため、障
害福祉サービスの利

用推進を図っています。障害
福祉サービス支給者数の目標
人数を 2018 年度に 411 人と
していましたが 460 人に達し
ました。2019 年度には障害
福祉サービス事業所それぞれ
の特徴がわかりやすくまとまっ
たガイドブックを公表してマッ
チングを促進しています。

障

増員しました。2016 年度は
60 名程でしたが、2019 年度
には 130 名程となり、配置率
が 61％から 100％に改善しま
した。

害のある児童生徒の
安全確保と学校生活
や学習環境整備の

支援を充実させるため、学校
の特別支援教育支援員を大幅

障

障害者スポーツ・アート
体験機会の充実

障

▲ 市役所でのボッチャ大会
▲ 障害者アートの祭典チャレンジ
　 アートフェスティバル

1

2

県内初の合理的
配慮制度の新設

いった合理的配慮を提供する
ためにかかる費用の助成を開
始しました。

もが住みよいまちづ
くりを推進するため、
店舗や区会などがス

ロープや手すりを設置すると

誰
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ひとり親家庭への市独自支援の開始

市
健診の受診率向上への取り組み

2

寄附のお願い

いがらし立青の活動は、みなさまの善意のご寄附に
よって支えられています。お寄せいただいた寄附金
は、「いがらし立青後援会青風会」に積み立てられ、
活動費として使用させていただきます。ご寄付につ
いてご検討頂けますと幸いです。口座は右記となり
ます。

銀 行 名：常陽銀行
支　　店：竹園出張所（支店コード：186）
名　　義：いがらし立青後援会　青風会
口座番号：普通 1215888

お振り込み口座

※なお、政治資金規正法による控除の対象は政令指定都市以上とされているので、青風会へのご寄附は申し訳ありませんが控除対象とはな
りません。ご了承ください。

勉強会スポーツ観
戦 バーベキュー

いがらし市長はつくば市民の皆様に支えられて 2016
年 11 月、市長に就任しました。その、いがらし市長
を支える市民でつくる組織が「青風会」です。「青風会」
はいがらし市長の市政をサポートする団体として活動
しています。また、つくば市政を支える仲間たちが集
まる、楽しい場ともなっています。「青風会」はこれ
からも、多くの市民の皆様と一緒に活動できることを
願っています。
青風会への参加にご関心のある
方は８ページ下部に記載の連絡
先へご連絡頂けますと幸いです。

青風会では様々なイベントや勉強会を企画しています。

青風会会員募集
せ い ふ う か い

ミニ集会や
勉強会、講演会バーベキューなどを予定しています。

いがらし立青後援会 「青風会」 
会長　沼尻　博

（沼尻産業株式会社会長）　

［五十嵐］：今日はつくば市議
会の神谷大蔵議長、山本美和
副議長と３人で対談をさせてい
ただきます。正副議長のお二
人には絶妙なバランス感覚で
議会の意見をまとめ、地元密
着の活動による地域の様々な
情報やご助言をいただいてい
ます。今回の新型コロナウイ
ルス対応においても多くのご意
見やご提案をいただき商品券
事業などの市民に寄り添う政
策の実現に至りました。（※編
集部注：新型コロナウイルス
対応についてはこの活動報告
の６月号で詳細にお知らせして
いますので、ご希望の方はご
連絡ください。）
［神谷］：市長が先頭に立ち確
実な対応を続けたことで第一
波を抑えることができました。
全国のメディアでもつくば市の
対応は注目されましたし、他
自治体の議員からも、そして
何より市民からも評価の声が
届きました。
［五十嵐］：東京との行き来が
多いつくば市で感染拡大を食
い止めることができたのはひと
えに医療従事者など、現場で
がんばってくださったみなさま、
そして様々な形で自粛にご協
力いただいた市民のおかげで

す。必ず市民生活を守り経済
を確実に再び元気にするため
にがんばります。
［山本］：スピード感をもって必
要な支援を実施してくれたこと
に感謝をしています。第二波
に警戒しながら社会経済活動
を行う難しさはあると思います
が、引き続き舵取りをお願い
します。新型コロナはもちろ
んのこと、多くの災害にも備
えなくてはいけませんね。

［五十嵐］：昨年は災害の多い
年でした。特に台風19 号の対
応は全国的な被害をもたらしま
したが、神谷議長は消防団の
みなさんと真っ先に現場に駆
けつけて最前線の情報を私た
ちに伝えてくれました。山本副
議長には市役所の対策本部に
毎日来てもらい、地域と市のコ
ミュニケーションを支えてもら
えたことも心強かったです。

［神谷］：台風 19 号では桜川
の増水による浸水被害などが
ありました。災害対応では誰
もが満足する対応というのは難
しいですが、台風 19 号対応
ではつくば市は台風が来るか
なり前から準備を進めていたこ
とを高く評価しています。市長
自身が現場を見て回ったことも
あり、迅速な対応につながっ
たと思います。
［五十嵐］：台風は地震などと
ちがって数日前からある程度
予測ができるので、庁内に万
全の準備の指示を出し対策を
しておきました。
［神谷］：昨年の台風は市民が
日頃の備えの大切さに気づく
きっかけにもなったと思いま
す。避難所や消防団の施設や
備品なども計画的に更新して
いく必要がありますね。
［山本］：市長が本部にいて陣
頭指揮を取る姿はとても頼もし
く見えました。同時に、市民
も普段からの備えが重要です
ね。公明党つくば市議団 3 人
は全員が防災士の資格を持っ
ており、私は防災への関心が
どうしても低い傾向がある子
育て世代やこどもたちに草の
根の啓発活動を行っています。
小野議員・浜中議員とともに

議会質問でも防災について取
り上げてきました。
［五十嵐］：いただいたご提案
から防災士の資格を取るため
の費用の助成などを早速導入
しました。
［山本］：自らそうやって防災
への意識を高めてもらえること
は大切だと思います。さらに、
市内の防災士が学び合うため
の防災フォーラムを市が初開
催したことは大きな変化だと思
います。
［五十嵐］：「自助・共助・公助」
という言葉がありますが、災
害時にまず力になるのは身近
な自助・共助ですので、地域
の防災力を伸ばすための取り
組みを一緒に進めて行ければ
と思います。
防災分野以外にも頂いた要請
がきっかけとなって実現
した政策としては、神
谷議長・鈴木県議の
ご案内で地域から要望
書を頂いたイノシシ対
策や、県道であるり
んりんロードへの
防犯灯設置と
いったものもあ
りますね。
［神谷］：筑波地
域での深刻なイノ

シシ被害を踏まえ、2017 年
に市に要望書を提出しました。
市では一頭あたり一万円の捕
獲報奨金の新設、対策協議
会の立ち上げ、国や県からの
補助金を確保するなどの対応
してもらっていてありがたいで
す。まだまだ筑波地域のイノ
シシ被害は続いていますので
これからも充実をお願いしたい
です。

［五十嵐］：市役所もより効果
的に対策を行うために、4 月
から鳥獣被害対策を担当する
専門の組織を立ち上げました。
［神谷］：りんりんロードについ
ては真っ暗闇の中を市長や自
民党の小久保代表と歩いて現
場視察をしましたね。県道の
りんりんロードは通学路などに
使われる生活道路でもありま
す。県と市の組織の垣根を超
えて市役所が防犯灯設置に動
いたことは画期的なことだった
と思います。
［五十嵐］：つくば市が取り組
んでいる食品廃棄を抑えるた
めのフードロス対策や昨年度
から始めたプラスッチックごみ
の分別回収、こどもの貧困対
策なども議会質問の積み重ね
が背景にあります。山本副議
長にも議会質問を通して、
プラスチックごみのリサイ
クル推進や「3010 運動」
（会食の始めの 30 分と
終わりの 10 分はしっか
り食事をとることを
呼びかける運
動）、生活困窮
世帯のこども
への学習支
援といった
取り組みの

ご紹介を頂いて来ました。
［山本］：他自治体と比べてみ
ると、つくば市は五十嵐市政
となり、ようやくこのような分
野でも先行する自治体の水準
に追いついてきたと感じていま
す。今年のつくば市の賀詞交
歓会でもフードロスを全面的に
押し出していましたのが印象的
です。
［五十嵐］：ここから先の取り
組みが重要ですね。山本副議
長には３月の市議会でも、プ
ラごみ回収について市民の意
識調査や、資源ごみの店頭回
収を行っている事業者との連
携などのご提案をいただきまし
た。生活困窮世帯のこどもへ
の学習支援については、ご自
身も学習拠点へのボランティ
アで食事を提供されているこ
とはありがたいです。
［山本］：日々の活動で直接こ
どもたちと接しているので、
現場の声はこれからもどんど
ん届けます。
［五十嵐］：最近、議会によっ
て新たな政策を実現すること
も増えています。昨年度は「地
酒で乾杯条例」が新たに議会
の提案で作られました。
神谷：つくば市には２つの伝
統ある日本酒の蔵元があり、
昨秋には初のワイン醸造所が
オープンしました。これらの地
酒を盛り上げるために取り組ん
だのが乾杯条例です。
［五十嵐］：ジオパークも盛り
上げるために、正副議長が周
辺自治体の議会との調整を行
い、ジオパークのための議連
を作って活動していただいてい

ます。日本唯一の取り組みで
す。

［神谷］：前議長の塩田議員が
議長の時に土台を作ってくれま
した。ジオパークはまだまだ
知られていませんが、大きな
可能性を持つと思うので、市
で進めてくれている筑波東中
跡地での拠点づくりに期待し
ています。
［五十嵐］：市にとって重要な
課題である中心市街地の活性
化や高エネ研南側の総合運動
公園用地の問題についても議
会で特別委員会を設置して議
論をしていただいています。こ
れもこれまでにない動きです。
［山本］：中心市街地や高エネ
研南側の用地といった市民の
関心が高く、かつ様々な意見
のある課題ほど、単純な多数
決ではなく熟議を通して議論
を深めていく必要があると思っ
ています。誰しも「自分の意
見やアイディアが一番いい」と
思いがちですが、それではま
とまりません。とことん議論を
して、市に対して提案をしたい
と思います。
［神谷］：ときどき、議会と市
長が対立している、と捉えら
れることもありますが、それは
ちがいますよね。なれ合いにな

るのではなく、徹底的に議論
をした上で市民のことを考える
という意味では議会も市長も
まったく同じです。その結果、
予算で最も重要な「当初予算」
は今年も、全会一致で可決し
ました。
［五十嵐］：そのとおりですね。
もちろん私には私の考えがあり
ますが、議会で多角的な視点
から建設的な意見をいただくこ
とはとてもありがたいです。中
心市街地についても、公明党
の小野代表が委員長を務める
中心市街地に関する特別委員
会でとても熱心な議論があり、
提言をいただきました。
［山本］：市長がいつも言うよ
うに中心市街地は「まちの心
臓」なので、議会でも立場を
超えて議論していきます。
［五十嵐］：そして、議会と一
緒に進めてきたものに SDGs
（持続可能な開発目標）があり
ます。つくば市は茨城県で唯
一、内閣府が選ぶ「SDGs 未
来都市」に選ばれています。
先日の３月議会では「持続可
能都市宣言」を発表しました
が、これも議会の理解あってこ
そで、2018 年に自民党の五
頭議員、３月議会では小野議
員が提出議員となり持続可能

なまちづくりを応援する決議を
全会一致で採択頂いています。
［神谷］：SDGs というのは最
初わかりにくいものだと思って
いましたが、あらためて最近思
うのは我々が普段取り組んで
いる課題そのものだということ
です。先ほどのイノシシとどう
共存していくか、地域の資源
を生かして周辺部をどう地域を
盛り上げていくかなども、全
部つながりますよね。

［山本］：SDGｓについては、
SGI の池田会長が毎年出して
いる記念提言で、いち早く同
じ理念について言及しており、
気候変動や平和といった人類
共通の課題、そして困難にあ
る人を置き去りにしない社会を

創るための取り組みを示してい
ます。
［五十嵐］：小泉環境大臣も記
者会見で言及し話題になりまし
たね。提言すべて拝読しまし
た。まさに「誰一人取り残さ
ない」世界の具体的な形を描
かれていて感銘を受けました。
中でも、経済的な格差は戦争
などとはちがう形でじわじわと
拡大が進むから見過ごしやす
く、結果として極度の貧困な
どの非人道的な事態が起きて
いても慣れてしまう、という警
句は政治家としてとても重く受
け止めました。だからこそ、み
なさんが掲げられた大衆福祉
にもとづく「全世代型社会保
障」が重要だと感じています
し、市政もまったく同じ方向を
向いています。
［山本］：SDGs の理念に基づ
いて着実に取り組みを進めて
もらっています。そして、それ
を行政だけじゃなくて、市民
と一緒にやろうとしているとこ
ろが重要ですね。

［五十嵐］：人は誰しも幸せに
なりたい、自分らしくありたい、
と思っています。そして、誰
かのために何かをしたいとも
思っています。SDGs パート
ナーズという制度を作ったのも
そういう思いです。私が掲げ
ている「世界のあしたが見え
るまち」という理念は、つく
ばの強みを生かして地域、そ
して世界が抱える課題を解決
して持続可能な社会を目指し
ていくものですが、言うまでも
なくそのために一番大切なこと
は、市民がつくばで幸せにな
ることです。幸せを感じてい
る市民が、自分のまわり
の課題解決にも「できる
ことをやってみよう」と
思ってもらえることが理念
を実現する一歩だと考えて
います。
［山本］：議会もこれから
も緊張感を持ちながら、
単に批判や反対をするの
ではなく、対案を出しな
がら市政を前に進めていき

たいと思います。
［神谷］：市長が公約に掲げた１
期４年毎に 2000 万円受け取る
ことができる退職金を辞退し、
制度上の限度額の 22 円にする
と表明したこともさすがでした。
多くの公約が順調に進む背景に
は、その約束を守る、という強
い意思があるからだと感じます。
［五十嵐］：政治に信頼を取り戻
すためには、政治家が約束を守
る姿勢を示すしかないと思ってい
ます。これからも実現に向けて
取り組んでいきますので引き続き
よろしくお願いします。今日はあ
りがとうございました。
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［五十嵐］：今日はつくば市議
会の神谷大蔵議長、山本美和
副議長と３人で対談をさせてい
ただきます。正副議長のお二
人には絶妙なバランス感覚で
議会の意見をまとめ、地元密
着の活動による地域の様々な
情報やご助言をいただいてい
ます。今回の新型コロナウイ
ルス対応においても多くのご意
見やご提案をいただき商品券
事業などの市民に寄り添う政
策の実現に至りました。（※編
集部注：新型コロナウイルス
対応についてはこの活動報告
の６月号で詳細にお知らせして
いますので、ご希望の方はご
連絡ください。）
［神谷］：市長が先頭に立ち確
実な対応を続けたことで第一
波を抑えることができました。
全国のメディアでもつくば市の
対応は注目されましたし、他
自治体の議員からも、そして
何より市民からも評価の声が
届きました。
［五十嵐］：東京との行き来が
多いつくば市で感染拡大を食
い止めることができたのはひと
えに医療従事者など、現場で
がんばってくださったみなさま、
そして様々な形で自粛にご協
力いただいた市民のおかげで

す。必ず市民生活を守り経済
を確実に再び元気にするため
にがんばります。
［山本］：スピード感をもって必
要な支援を実施してくれたこと
に感謝をしています。第二波
に警戒しながら社会経済活動
を行う難しさはあると思います
が、引き続き舵取りをお願い
します。新型コロナはもちろ
んのこと、多くの災害にも備
えなくてはいけませんね。

［五十嵐］：昨年は災害の多い
年でした。特に台風19 号の対
応は全国的な被害をもたらしま
したが、神谷議長は消防団の
みなさんと真っ先に現場に駆
けつけて最前線の情報を私た
ちに伝えてくれました。山本副
議長には市役所の対策本部に
毎日来てもらい、地域と市のコ
ミュニケーションを支えてもら
えたことも心強かったです。

［神谷］：台風 19 号では桜川
の増水による浸水被害などが
ありました。災害対応では誰
もが満足する対応というのは難
しいですが、台風 19 号対応
ではつくば市は台風が来るか
なり前から準備を進めていたこ
とを高く評価しています。市長
自身が現場を見て回ったことも
あり、迅速な対応につながっ
たと思います。
［五十嵐］：台風は地震などと
ちがって数日前からある程度
予測ができるので、庁内に万
全の準備の指示を出し対策を
しておきました。
［神谷］：昨年の台風は市民が
日頃の備えの大切さに気づく
きっかけにもなったと思いま
す。避難所や消防団の施設や
備品なども計画的に更新して
いく必要がありますね。
［山本］：市長が本部にいて陣
頭指揮を取る姿はとても頼もし
く見えました。同時に、市民
も普段からの備えが重要です
ね。公明党つくば市議団 3 人
は全員が防災士の資格を持っ
ており、私は防災への関心が
どうしても低い傾向がある子
育て世代やこどもたちに草の
根の啓発活動を行っています。
小野議員・浜中議員とともに

議会質問でも防災について取
り上げてきました。
［五十嵐］：いただいたご提案
から防災士の資格を取るため
の費用の助成などを早速導入
しました。
［山本］：自らそうやって防災
への意識を高めてもらえること
は大切だと思います。さらに、
市内の防災士が学び合うため
の防災フォーラムを市が初開
催したことは大きな変化だと思
います。
［五十嵐］：「自助・共助・公助」
という言葉がありますが、災
害時にまず力になるのは身近
な自助・共助ですので、地域
の防災力を伸ばすための取り
組みを一緒に進めて行ければ
と思います。
防災分野以外にも頂いた要請
がきっかけとなって実現
した政策としては、神
谷議長・鈴木県議の
ご案内で地域から要望
書を頂いたイノシシ対
策や、県道であるり
んりんロードへの
防犯灯設置と
いったものもあ
りますね。
［神谷］：筑波地
域での深刻なイノ

シシ被害を踏まえ、2017 年
に市に要望書を提出しました。
市では一頭あたり一万円の捕
獲報奨金の新設、対策協議
会の立ち上げ、国や県からの
補助金を確保するなどの対応
してもらっていてありがたいで
す。まだまだ筑波地域のイノ
シシ被害は続いていますので
これからも充実をお願いしたい
です。

［五十嵐］：市役所もより効果
的に対策を行うために、4 月
から鳥獣被害対策を担当する
専門の組織を立ち上げました。
［神谷］：りんりんロードについ
ては真っ暗闇の中を市長や自
民党の小久保代表と歩いて現
場視察をしましたね。県道の
りんりんロードは通学路などに
使われる生活道路でもありま
す。県と市の組織の垣根を超
えて市役所が防犯灯設置に動
いたことは画期的なことだった
と思います。
［五十嵐］：つくば市が取り組
んでいる食品廃棄を抑えるた
めのフードロス対策や昨年度
から始めたプラスッチックごみ
の分別回収、こどもの貧困対
策なども議会質問の積み重ね
が背景にあります。山本副議
長にも議会質問を通して、
プラスチックごみのリサイ
クル推進や「3010 運動」
（会食の始めの 30 分と
終わりの 10 分はしっか
り食事をとることを
呼びかける運
動）、生活困窮
世帯のこども
への学習支
援といった
取り組みの

ご紹介を頂いて来ました。
［山本］：他自治体と比べてみ
ると、つくば市は五十嵐市政
となり、ようやくこのような分
野でも先行する自治体の水準
に追いついてきたと感じていま
す。今年のつくば市の賀詞交
歓会でもフードロスを全面的に
押し出していましたのが印象的
です。
［五十嵐］：ここから先の取り
組みが重要ですね。山本副議
長には３月の市議会でも、プ
ラごみ回収について市民の意
識調査や、資源ごみの店頭回
収を行っている事業者との連
携などのご提案をいただきまし
た。生活困窮世帯のこどもへ
の学習支援については、ご自
身も学習拠点へのボランティ
アで食事を提供されているこ
とはありがたいです。
［山本］：日々の活動で直接こ
どもたちと接しているので、
現場の声はこれからもどんど
ん届けます。
［五十嵐］：最近、議会によっ
て新たな政策を実現すること
も増えています。昨年度は「地
酒で乾杯条例」が新たに議会
の提案で作られました。
神谷：つくば市には２つの伝
統ある日本酒の蔵元があり、
昨秋には初のワイン醸造所が
オープンしました。これらの地
酒を盛り上げるために取り組ん
だのが乾杯条例です。
［五十嵐］：ジオパークも盛り
上げるために、正副議長が周
辺自治体の議会との調整を行
い、ジオパークのための議連
を作って活動していただいてい

ます。日本唯一の取り組みで
す。

［神谷］：前議長の塩田議員が
議長の時に土台を作ってくれま
した。ジオパークはまだまだ
知られていませんが、大きな
可能性を持つと思うので、市
で進めてくれている筑波東中
跡地での拠点づくりに期待し
ています。
［五十嵐］：市にとって重要な
課題である中心市街地の活性
化や高エネ研南側の総合運動
公園用地の問題についても議
会で特別委員会を設置して議
論をしていただいています。こ
れもこれまでにない動きです。
［山本］：中心市街地や高エネ
研南側の用地といった市民の
関心が高く、かつ様々な意見
のある課題ほど、単純な多数
決ではなく熟議を通して議論
を深めていく必要があると思っ
ています。誰しも「自分の意
見やアイディアが一番いい」と
思いがちですが、それではま
とまりません。とことん議論を
して、市に対して提案をしたい
と思います。
［神谷］：ときどき、議会と市
長が対立している、と捉えら
れることもありますが、それは
ちがいますよね。なれ合いにな

るのではなく、徹底的に議論
をした上で市民のことを考える
という意味では議会も市長も
まったく同じです。その結果、
予算で最も重要な「当初予算」
は今年も、全会一致で可決し
ました。
［五十嵐］：そのとおりですね。
もちろん私には私の考えがあり
ますが、議会で多角的な視点
から建設的な意見をいただくこ
とはとてもありがたいです。中
心市街地についても、公明党
の小野代表が委員長を務める
中心市街地に関する特別委員
会でとても熱心な議論があり、
提言をいただきました。
［山本］：市長がいつも言うよ
うに中心市街地は「まちの心
臓」なので、議会でも立場を
超えて議論していきます。
［五十嵐］：そして、議会と一
緒に進めてきたものに SDGs
（持続可能な開発目標）があり
ます。つくば市は茨城県で唯
一、内閣府が選ぶ「SDGs 未
来都市」に選ばれています。
先日の３月議会では「持続可
能都市宣言」を発表しました
が、これも議会の理解あってこ
そで、2018 年に自民党の五
頭議員、３月議会では小野議
員が提出議員となり持続可能

なまちづくりを応援する決議を
全会一致で採択頂いています。
［神谷］：SDGs というのは最
初わかりにくいものだと思って
いましたが、あらためて最近思
うのは我々が普段取り組んで
いる課題そのものだということ
です。先ほどのイノシシとどう
共存していくか、地域の資源
を生かして周辺部をどう地域を
盛り上げていくかなども、全
部つながりますよね。

［山本］：SDGｓについては、
SGI の池田会長が毎年出して
いる記念提言で、いち早く同
じ理念について言及しており、
気候変動や平和といった人類
共通の課題、そして困難にあ
る人を置き去りにしない社会を

創るための取り組みを示してい
ます。
［五十嵐］：小泉環境大臣も記
者会見で言及し話題になりまし
たね。提言すべて拝読しまし
た。まさに「誰一人取り残さ
ない」世界の具体的な形を描
かれていて感銘を受けました。
中でも、経済的な格差は戦争
などとはちがう形でじわじわと
拡大が進むから見過ごしやす
く、結果として極度の貧困な
どの非人道的な事態が起きて
いても慣れてしまう、という警
句は政治家としてとても重く受
け止めました。だからこそ、み
なさんが掲げられた大衆福祉
にもとづく「全世代型社会保
障」が重要だと感じています
し、市政もまったく同じ方向を
向いています。
［山本］：SDGs の理念に基づ
いて着実に取り組みを進めて
もらっています。そして、それ
を行政だけじゃなくて、市民
と一緒にやろうとしているとこ
ろが重要ですね。

［五十嵐］：人は誰しも幸せに
なりたい、自分らしくありたい、
と思っています。そして、誰
かのために何かをしたいとも
思っています。SDGs パート
ナーズという制度を作ったのも
そういう思いです。私が掲げ
ている「世界のあしたが見え
るまち」という理念は、つく
ばの強みを生かして地域、そ
して世界が抱える課題を解決
して持続可能な社会を目指し
ていくものですが、言うまでも
なくそのために一番大切なこと
は、市民がつくばで幸せにな
ることです。幸せを感じてい
る市民が、自分のまわり
の課題解決にも「できる
ことをやってみよう」と
思ってもらえることが理念
を実現する一歩だと考えて
います。
［山本］：議会もこれから
も緊張感を持ちながら、
単に批判や反対をするの
ではなく、対案を出しな
がら市政を前に進めていき

たいと思います。
［神谷］：市長が公約に掲げた１
期４年毎に 2000 万円受け取る
ことができる退職金を辞退し、
制度上の限度額の 22 円にする
と表明したこともさすがでした。
多くの公約が順調に進む背景に
は、その約束を守る、という強
い意思があるからだと感じます。
［五十嵐］：政治に信頼を取り戻
すためには、政治家が約束を守
る姿勢を示すしかないと思ってい
ます。これからも実現に向けて
取り組んでいきますので引き続き
よろしくお願いします。今日はあ
りがとうございました。
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CrossTalk
対談特集

▲ 台風19号浸水現場での
　 住民の声の聴き取り

▲ 地域からの深刻なイノシシ被害
　 への対策の要望

▲ ジオ議連発足式の塩田尚前議長
　 の挨拶（青風会幹事長）
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妻、こども4人（三男一女）

サッカー（中学時代全国ベスト8）
少林寺拳法（大学時代全日本2位）
キャンプ（なかなか行けない）

1978年 つくば市（桜村）生まれ
1997年 並木小学校、並木中学校を経て、土

浦第一高等学校卒業
2002年 筑波大学国際総合学類卒業
2003年 ロンドン大学 UCL 公共政策研究

所修士課程修了 研究助手兼務
2004年 つくば市議（1期目）

2007年 筑波大学大学院 人文社会科学研究科修了 博士（国際政治
経済学）

2008年 いがらしコーチングオフィス設立、株式会社コーチ・エィ勤務
2008年 つくば市議（2期目）
2010年 NPO法人つくばアグリチャレンジ設立、障害のあるスタッフ

が働く農場「ごきげんファーム」を経営（現在は代表退任）
2016年 つくば市長
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［五十嵐］：今日はつくば市議
会の神谷大蔵議長、山本美和
副議長と３人で対談をさせてい
ただきます。正副議長のお二
人には絶妙なバランス感覚で
議会の意見をまとめ、地元密
着の活動による地域の様々な
情報やご助言をいただいてい
ます。今回の新型コロナウイ
ルス対応においても多くのご意
見やご提案をいただき商品券
事業などの市民に寄り添う政
策の実現に至りました。（※編
集部注：新型コロナウイルス
対応についてはこの活動報告
の６月号で詳細にお知らせして
いますので、ご希望の方はご
連絡ください。）
［神谷］：市長が先頭に立ち確
実な対応を続けたことで第一
波を抑えることができました。
全国のメディアでもつくば市の
対応は注目されましたし、他
自治体の議員からも、そして
何より市民からも評価の声が
届きました。
［五十嵐］：東京との行き来が
多いつくば市で感染拡大を食
い止めることができたのはひと
えに医療従事者など、現場で
がんばってくださったみなさま、
そして様々な形で自粛にご協
力いただいた市民のおかげで

す。必ず市民生活を守り経済
を確実に再び元気にするため
にがんばります。
［山本］：スピード感をもって必
要な支援を実施してくれたこと
に感謝をしています。第二波
に警戒しながら社会経済活動
を行う難しさはあると思います
が、引き続き舵取りをお願い
します。新型コロナはもちろ
んのこと、多くの災害にも備
えなくてはいけませんね。

［五十嵐］：昨年は災害の多い
年でした。特に台風19 号の対
応は全国的な被害をもたらしま
したが、神谷議長は消防団の
みなさんと真っ先に現場に駆
けつけて最前線の情報を私た
ちに伝えてくれました。山本副
議長には市役所の対策本部に
毎日来てもらい、地域と市のコ
ミュニケーションを支えてもら
えたことも心強かったです。

［神谷］：台風 19 号では桜川
の増水による浸水被害などが
ありました。災害対応では誰
もが満足する対応というのは難
しいですが、台風 19 号対応
ではつくば市は台風が来るか
なり前から準備を進めていたこ
とを高く評価しています。市長
自身が現場を見て回ったことも
あり、迅速な対応につながっ
たと思います。
［五十嵐］：台風は地震などと
ちがって数日前からある程度
予測ができるので、庁内に万
全の準備の指示を出し対策を
しておきました。
［神谷］：昨年の台風は市民が
日頃の備えの大切さに気づく
きっかけにもなったと思いま
す。避難所や消防団の施設や
備品なども計画的に更新して
いく必要がありますね。
［山本］：市長が本部にいて陣
頭指揮を取る姿はとても頼もし
く見えました。同時に、市民
も普段からの備えが重要です
ね。公明党つくば市議団 3 人
は全員が防災士の資格を持っ
ており、私は防災への関心が
どうしても低い傾向がある子
育て世代やこどもたちに草の
根の啓発活動を行っています。
小野議員・浜中議員とともに

議会質問でも防災について取
り上げてきました。
［五十嵐］：いただいたご提案
から防災士の資格を取るため
の費用の助成などを早速導入
しました。
［山本］：自らそうやって防災
への意識を高めてもらえること
は大切だと思います。さらに、
市内の防災士が学び合うため
の防災フォーラムを市が初開
催したことは大きな変化だと思
います。
［五十嵐］：「自助・共助・公助」
という言葉がありますが、災
害時にまず力になるのは身近
な自助・共助ですので、地域
の防災力を伸ばすための取り
組みを一緒に進めて行ければ
と思います。
防災分野以外にも頂いた要請
がきっかけとなって実現
した政策としては、神
谷議長・鈴木県議の
ご案内で地域から要望
書を頂いたイノシシ対
策や、県道であるり
んりんロードへの
防犯灯設置と
いったものもあ
りますね。
［神谷］：筑波地
域での深刻なイノ

シシ被害を踏まえ、2017 年
に市に要望書を提出しました。
市では一頭あたり一万円の捕
獲報奨金の新設、対策協議
会の立ち上げ、国や県からの
補助金を確保するなどの対応
してもらっていてありがたいで
す。まだまだ筑波地域のイノ
シシ被害は続いていますので
これからも充実をお願いしたい
です。

［五十嵐］：市役所もより効果
的に対策を行うために、4 月
から鳥獣被害対策を担当する
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民党の小久保代表と歩いて現
場視察をしましたね。県道の
りんりんロードは通学路などに
使われる生活道路でもありま
す。県と市の組織の垣根を超
えて市役所が防犯灯設置に動
いたことは画期的なことだった
と思います。
［五十嵐］：つくば市が取り組
んでいる食品廃棄を抑えるた
めのフードロス対策や昨年度
から始めたプラスッチックごみ
の分別回収、こどもの貧困対
策なども議会質問の積み重ね
が背景にあります。山本副議
長にも議会質問を通して、
プラスチックごみのリサイ
クル推進や「3010 運動」
（会食の始めの 30 分と
終わりの 10 分はしっか
り食事をとることを
呼びかける運
動）、生活困窮
世帯のこども
への学習支
援といった
取り組みの

ご紹介を頂いて来ました。
［山本］：他自治体と比べてみ
ると、つくば市は五十嵐市政
となり、ようやくこのような分
野でも先行する自治体の水準
に追いついてきたと感じていま
す。今年のつくば市の賀詞交
歓会でもフードロスを全面的に
押し出していましたのが印象的
です。
［五十嵐］：ここから先の取り
組みが重要ですね。山本副議
長には３月の市議会でも、プ
ラごみ回収について市民の意
識調査や、資源ごみの店頭回
収を行っている事業者との連
携などのご提案をいただきまし
た。生活困窮世帯のこどもへ
の学習支援については、ご自
身も学習拠点へのボランティ
アで食事を提供されているこ
とはありがたいです。
［山本］：日々の活動で直接こ
どもたちと接しているので、
現場の声はこれからもどんど
ん届けます。
［五十嵐］：最近、議会によっ
て新たな政策を実現すること
も増えています。昨年度は「地
酒で乾杯条例」が新たに議会
の提案で作られました。
神谷：つくば市には２つの伝
統ある日本酒の蔵元があり、
昨秋には初のワイン醸造所が
オープンしました。これらの地
酒を盛り上げるために取り組ん
だのが乾杯条例です。
［五十嵐］：ジオパークも盛り
上げるために、正副議長が周
辺自治体の議会との調整を行
い、ジオパークのための議連
を作って活動していただいてい

ます。日本唯一の取り組みで
す。

［神谷］：前議長の塩田議員が
議長の時に土台を作ってくれま
した。ジオパークはまだまだ
知られていませんが、大きな
可能性を持つと思うので、市
で進めてくれている筑波東中
跡地での拠点づくりに期待し
ています。
［五十嵐］：市にとって重要な
課題である中心市街地の活性
化や高エネ研南側の総合運動
公園用地の問題についても議
会で特別委員会を設置して議
論をしていただいています。こ
れもこれまでにない動きです。
［山本］：中心市街地や高エネ
研南側の用地といった市民の
関心が高く、かつ様々な意見
のある課題ほど、単純な多数
決ではなく熟議を通して議論
を深めていく必要があると思っ
ています。誰しも「自分の意
見やアイディアが一番いい」と
思いがちですが、それではま
とまりません。とことん議論を
して、市に対して提案をしたい
と思います。
［神谷］：ときどき、議会と市
長が対立している、と捉えら
れることもありますが、それは
ちがいますよね。なれ合いにな

るのではなく、徹底的に議論
をした上で市民のことを考える
という意味では議会も市長も
まったく同じです。その結果、
予算で最も重要な「当初予算」
は今年も、全会一致で可決し
ました。
［五十嵐］：そのとおりですね。
もちろん私には私の考えがあり
ますが、議会で多角的な視点
から建設的な意見をいただくこ
とはとてもありがたいです。中
心市街地についても、公明党
の小野代表が委員長を務める
中心市街地に関する特別委員
会でとても熱心な議論があり、
提言をいただきました。
［山本］：市長がいつも言うよ
うに中心市街地は「まちの心
臓」なので、議会でも立場を
超えて議論していきます。
［五十嵐］：そして、議会と一
緒に進めてきたものに SDGs
（持続可能な開発目標）があり
ます。つくば市は茨城県で唯
一、内閣府が選ぶ「SDGs 未
来都市」に選ばれています。
先日の３月議会では「持続可
能都市宣言」を発表しました
が、これも議会の理解あってこ
そで、2018 年に自民党の五
頭議員、３月議会では小野議
員が提出議員となり持続可能

なまちづくりを応援する決議を
全会一致で採択頂いています。
［神谷］：SDGs というのは最
初わかりにくいものだと思って
いましたが、あらためて最近思
うのは我々が普段取り組んで
いる課題そのものだということ
です。先ほどのイノシシとどう
共存していくか、地域の資源
を生かして周辺部をどう地域を
盛り上げていくかなども、全
部つながりますよね。

［山本］：SDGｓについては、
SGI の池田会長が毎年出して
いる記念提言で、いち早く同
じ理念について言及しており、
気候変動や平和といった人類
共通の課題、そして困難にあ
る人を置き去りにしない社会を

創るための取り組みを示してい
ます。
［五十嵐］：小泉環境大臣も記
者会見で言及し話題になりまし
たね。提言すべて拝読しまし
た。まさに「誰一人取り残さ
ない」世界の具体的な形を描
かれていて感銘を受けました。
中でも、経済的な格差は戦争
などとはちがう形でじわじわと
拡大が進むから見過ごしやす
く、結果として極度の貧困な
どの非人道的な事態が起きて
いても慣れてしまう、という警
句は政治家としてとても重く受
け止めました。だからこそ、み
なさんが掲げられた大衆福祉
にもとづく「全世代型社会保
障」が重要だと感じています
し、市政もまったく同じ方向を
向いています。
［山本］：SDGs の理念に基づ
いて着実に取り組みを進めて
もらっています。そして、それ
を行政だけじゃなくて、市民
と一緒にやろうとしているとこ
ろが重要ですね。

［五十嵐］：人は誰しも幸せに
なりたい、自分らしくありたい、
と思っています。そして、誰
かのために何かをしたいとも
思っています。SDGs パート
ナーズという制度を作ったのも
そういう思いです。私が掲げ
ている「世界のあしたが見え
るまち」という理念は、つく
ばの強みを生かして地域、そ
して世界が抱える課題を解決
して持続可能な社会を目指し
ていくものですが、言うまでも
なくそのために一番大切なこと
は、市民がつくばで幸せにな
ることです。幸せを感じてい
る市民が、自分のまわり
の課題解決にも「できる
ことをやってみよう」と
思ってもらえることが理念
を実現する一歩だと考えて
います。
［山本］：議会もこれから
も緊張感を持ちながら、
単に批判や反対をするの
ではなく、対案を出しな
がら市政を前に進めていき

たいと思います。
［神谷］：市長が公約に掲げた１
期４年毎に 2000 万円受け取る
ことができる退職金を辞退し、
制度上の限度額の 22 円にする
と表明したこともさすがでした。
多くの公約が順調に進む背景に
は、その約束を守る、という強
い意思があるからだと感じます。
［五十嵐］：政治に信頼を取り戻
すためには、政治家が約束を守
る姿勢を示すしかないと思ってい
ます。これからも実現に向けて
取り組んでいきますので引き続き
よろしくお願いします。今日はあ
りがとうございました。
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▲ 首相官邸での SDGs 未来都市
　 選定証授与式


